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令和５年「ふれあいまつり」を開催します！！ 

平成３１年に実施して以来中止しておりました「ふれあいまつり」

を４年ぶりに開催します。 

※ 詳細は後日回覧にてご案内させて頂きます。 

実施日：令和５年３月２５日（土） 

１２：００～１５：３０ 

場 所：明王第二公園 

実施予定：つきたて餅（餡・きな粉）・串コンニャク・ポップコーンの配布 

座間中学校吹奏楽部演奏・星の谷囃子保存会による演技・地元消防団消防車展示 

お子様向けゲーム等予定しております。 

「第２６回谷戸山公園まつり」報告 

 令和４年１１月２７日（日）に３年ぶりに「第２６回谷戸山公園まつり」

が開催されました。 

 今回から里山体験館中心の催しと東口広場での座間マルシェ（物品の販

売やフードトラックでの販売）および座間市観光協会や市社協も参加した

催しとなり、来場者も星の谷地区中心の住民から、他地区からの来場者もおり、約４，５００人の

参加がありました。 

 私たち星の谷地区社協は前回通りの「ふれあい作品展」とポップコーン・

大根の販売を行いました。作品展に付いては、１４名の方から３８点の出展

を頂きました。出展にご協力頂いた会員の皆様誠に有難う御座いました。 

ポップコーンの販売は従来担当していた一部子ども

会の解散等も有り役員も参加しての作業で、製造機

の不具合など有りましたが、２５９個販売しました。大根は収穫予定の２６

日が雨で、当日の朝収穫する等ドタバタが有りましたが、１時間ほどで予定

数量を売り切る事が出来ました。 

開催にご協力頂いた役員の皆様お疲れ様でした。 

ザル菊の養生作業をしました 

 谷戸山公園里山体験館前のザル菊は１１月に

見事に満開となりました。来年度にも元気な花を

咲かせてもらう様、令和４年１２月９日に剪定

し、元気な新芽が出る様に養生作業を行いまし

た。令和５年度は４月後半又は５月９日に新芽の

摘出作業を行い、６月９日に畑に植え付ける予定です。 



星の谷長寿会「ソレイユ座間運動会」にて準優勝 

 令和４年１０月１日スカイアリーナ座間にて開催された

「ソレイユ座間運動会」に於いて、「星の谷長寿会」が優秀な

成績を収め、準優勝となり表彰されました。 

 星の谷長寿会は会員の減少に悩んでおり今回も少数精鋭で

大会に臨まなければならなかったのですが、大会後半に皆さ

んの奇跡的な得点で大逆転しこの栄誉に浴する事が出来まし

た。参加者各位の団結と奮闘ぶりに敬意を表します。 

災害時の避難について講習会を受けて来ました。NO.3 

 広報紙第５号で食料品の備蓄量について、４人家族で７日分８４食分の量が必要と記しましたが、

今回備蓄の方法としてローリングストック法についてお話致します。 

これは普段のお買い物のときに、いつもよりちょっと多めに買っておく方法です。 

いつも食べている缶詰・レトルト食品・パスタな

ど、賞味期限が少し長いものが適していると思い

ます。 

いつものお買い物ですこし多めに買い、古いもの

から食べていき、食べた分をまた買い足すような

流れを作ります。 

防災の日を月に１日決めて、備えている食品をキ

ャンプのような感覚でみんなで食べるようなご家

庭もあるそうです。 

よかったらやってみてください。 

座間市では、ミルクや離乳食などの備蓄はしておりません。 

各ご家庭でお子様が食べ慣れているものを、ローリングストック法で備蓄をお願いします。 

またお子様用に備蓄する際は、大人より少し多めの方が良いかもしれません。 

星の谷地区社協会員募集 

 星の谷地区社協は地域住民の福祉意識の高揚を図ると共に地域に即した福祉活動を積極

的に推進し、住みよい地域社会を建設する事を目的として活動しております。市社協は毎年

７月に自治会を通して会費をお願いしており、その４０％が地区社協運営資金となります。 

自治会員の中で未だ入会されていない方は、是非社協会員となって頂きます様お願い申し

上げます。  

会費は  一般会員   一口 ３００円 

            協賛会員   １，０００円 

            特別会員   ３，０００円      となっております。 

 

 
編集後記 

トルコ・シリアで 5.1万人の死者、2600万人の被災者を出す震災が起きてしまいました。 

星の谷西自治会では、3月 12日防災訓練を行うそうです。皆さんの自治会はいかがでしょうか？72

時間以内に救助されるかで生存率が大きく違うようです。各世帯の防災対策はもちろんのこと近隣

住民を救えるまたは自身を救ってもらえる環境さらに震災直後の火災、防犯対策など各自治会で話

し合ってみてはいかがでしょうか！ 

 

 

           
            

                   

                 

                  

                   

                     

          

                        


